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「くらしを創る」取り組み
　暮らしやすいまちの条件、それは、
そこに住み、学び、働き、憩うとい
うさまざまな日常生活を営む機能
が充足されていること、そして、人々
が織り成すさまざまな活動の息吹
が感じられることです。
　このため、中勢バイパスをはじ
めとした国・県道の整備促進や、
生活道路、上下水道など生活基盤
の整備推進に努めるとともに、新
最終処分場、新斎場、屋内総合ス
ポーツ施設、一部不通となってい
るＪＲ名松線の早期復旧といった
市民生活に関連する重要課題に
つきましては、これまでの市民の
皆さまの意向を形にするためにも、
立ち止まることなく取り組んでま
いります。　
　また、地域経済の牽引役を果た
す中勢北部サイエンスシティや
ニューファクトリーひさいにつき
ましては、現在、企業からの引き
合いもあるところであり、こうし

た状況を逸することなく、トップセー
ルスも含めた積極的な企業誘致
活動を進めるほか、新産業の育成
や中小企業の支援などの産業振
興を通じた雇用の創出にも努め
てまいります。これとともに、働き
やすく、子育てのしやすい環境整
備として、保育所の待機児童解消
に向けた施設整備を促進してま
いります。
　人々の多様な交流の拠点とな
ります都市核や副都市核などに
つきましては、将来にわたり、本
市の活力を創出する拠点として、
議員各位をはじめ市民の皆さま、
関係者の皆さまのご意見を伺い
つつ、中長期的な展望に立って取
り組んでまいります。

　諸施策の推進に当たっては、地
域経済、地域社会の活力低下が懸
念されている中で、現状の施策を
推進することだけに満足すること
なく、先導的な施策の実施、新た
な地域資源の開発など、積極的な
取り組みを進める一方で、しっか
りとした財政基盤を保ちつつ、で
きる限り市民の皆さまの負担を増
やすことなく、より満足度の高い
施策の展開に努めてまいります。
　行政サービスの提供に当たって
は、複雑、多様化する市民の皆さ

まのニーズの中で、真に必要なサー
ビスが何かをしっかりと見極める
とともに、健全性を念頭に置いた
財政運営に努めていかなければ
なりません。
　事務事業の立案や実施に際し
ては、絶えず、市民感覚を持ちな
がら、その有効性や効率性を徹底
的に検証する行財政改革の取り組
みを強力に推し進めてまいります。
　さらに、市民の皆さまへの情報
の提供、共有に努めるとともに、
とりわけ、津市の良さを発見し、
全国はもとより、海外にも向けた
情報発信を積極的に行い、外部か
らの活力を呼び込むシティーセー
ルスを進めることにより、津市の
実力を高めてまいりたいと考えて
おり、それが、市民の皆さまの津
市に住んでいるという誇りになる
ものと確信しております。

 

　多くの都市を歩き、幾度か地方
行政に携わり、そして、郷土の地
を踏みしめました。
　今、私が携えたものは、輝かし
い未来の津市への切符です。進む
べき軌道、それは、従来の延長線
上に敷かれたものではありません。
皆さまとともに築き上げてまいり
ます。
　どこよりも素晴らしい地にたど
り着けるよう、その志と情熱を持
ち続け、市民の皆さまが「私は津
に住んでいます。」と胸を張って
誇らしく言っていただけるよう、「風
格のある県都・津市」の創造に向け、
渾身の努力を傾けてまいります。
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施策を推進するために

おわりに

教育方針（抜粋）　～学ぶ力の育成～教育方針（抜粋）　～学ぶ力の育成～教育方針（抜粋）　～学ぶ力の育成～
　子どもたちの安全な教育環境の整備や防災教育の推進に努め、「学ぶ力の育成」を目標に教育施策を
進めることにより、子どもたちの「生きる力」を育てます。

～重点施策への取り組み～
　本年度は、次の3つに重点を置いた施策を推進
します。
　輝きプロジェクトによる主体的な学校づ
　くりの推進
　学校裁量型の「輝きプロジェクト」事業を推進
することにより、よりきめ細かな「学ぶ力」の育成
を図ります。　
　地域と共に創る学校づくりの推進
　学校・家庭・地域が一緒になって、学校にも地域
にもプラスになるような関係づくりをこれまで以
上に進めていけるよう、各学校への支援や指導助
言機能の充実を図ります。
　歴史的資源の保存と活用の推進
　津城跡については引き続き石垣測量調査を実
施し、多気北畠氏遺跡については、国史跡の追加
指定に向けた上多気六田地区の発掘調査など、基
本的な調査への取り組みを進めます。

教育活動の推進　
■より実践的な授業研究や教職員の指導力の向
　上を図るため、三重大学教育学部との相互連携
　の活用による教職員の研究や研修を促進します。
　また、外国人児童生徒への日本語教育支援シス
　テムの構築を進めます。
■各学校が教育活動に十分に取り組めるよう、人
　的支援に引き続き努めます。
■子どもたちが望ましい人間関係の中で安心し
　て過ごせるよう、人権教育や道徳教育の推進に
　取り組みます。
■平成24年4月の芸濃小学校の開校に向けた諸
　準備をはじめ、美里・一志地域の小学校の適正
　配置についても、協議検討を進めます。
■津市中央学校給食センターの整備については、
　本年9月からの供用開始を目指すとともに、食
　教育の一層の充実を図ります。
■幼児教育については、国による「（仮称）こども園」
　の制度設計が進められる中で、本市の望ましい
　幼児教育の方向性や幼稚園の適正規模の在り
　方などについて検討を進めます。

教育環境の整備
■普通教室へのパソ
　コン配置を段階的
　に進め、学校のＩＣ
　Ｔ化を促進します。
■引き続き学校図書
　館司書の配置や学
　校図書の充実を図
　り、読書環境の整備に努めます。
■本年度末には全ての小中学校の耐震化を完了
　させます。また、年次的な改修整備として、エア
　コンの設置や、トイレ改修に重点を置いた整備、
　建物の耐久性の確保を図るための大規模改造
　事業を順次進めます。

生涯学習の推進と地域の教育力
■全ての市民に多様な生涯学習機会を提供し、そ
　の学習成果を地域の活性化や地域の教育力の
　向上につなげていきます。
■子どもと本をつなげる取り組みとして、「おは
　なし会」の読み聞かせや、「津市手づくり絵本コ
　ンクール」を継続的に実施することで、読書を
　推進するまちづくりを目指します。
■人権文化クリエイト事業については、学校や地
　域を巻き込んだ幅広い人権教育につなげてい
　きます。

青少年の健全育成
■放課後児童クラブへの支援拡充、街頭指導など
　の人的配置の拡大を図るなど、「津市青少年健
　全育成推進方針」に基づいた計画的な施策展
　開を進めます。

公民館活動の推進
■それぞれの住民ニーズをより的確に把握し、地
　域に即した公民館事業を進めるとともに、公民
　館講座で習得した知識や技術を積極的に地域
　へ発信できるよう推進します。

図書館
■図書館情報システムの統合によって強化された
　ネットワークを活用し、これまで以上に利便性
　の高いサービスを提供します。
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